
返還請求手続きのご案内 

 

管理講習会の受講料等について、過払いとなった者が返還請求する手続きです。 

 

必要書類 

 

１ 返還請求書 

 

２ 「振替払込請求書兼受領証」又は「ご利用明細票」 

 

１ 返還請求書 

 別紙「返還請求書記入例」を参考にして正確に記入してください。 

 

２ 添付書類 

 「振替払込請求書兼受領証」又は「ご利用明細票」を返還請求書の裏面に貼 

 ってください。（「振替払込請求書兼受領証」又は「ご利用明細票」を理容師 

 美容師試験研修センターで保管している場合は必要ありません。） 

 

３ 事務手数料 

 ６００円 

 返還額は、事務手数料６００円を控除した金額となります。 

 

４ 返還請求書の送付先 

 下記住所へ郵送してください。 

 

※この送付先を切り取り、封筒に貼り付けてください。 

 

 

 〒１３５－８５０７ 

  東京都江東区有明３－７－２６ 

 

  公益財団法人理容師美容師試験研修センターあ 

返還請求書  担当 

 

 



令和　　年　　月　　日

公益財団法人理容師美容師試験研修センター　理事長　殿

〒

住　　所

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ

氏　　名

(生年月日　S・H　　年　　月　　日)

電話番号

(下線部に必要事項を記入のうえ、該当する請求区分・理由に ☑ をしてください。)

年度 払込年月日

都道府県開催 実際の払込額 円

□ 理容師 本来必要な額 円

□ 美容師 返還手数料 円

□ 多く払い込んだ 差引返還額 円

□ 申込書未提出

または受理されなかった

(※請求者と口座名義が違う場合は、請求者との続柄を記入してください。)

銀行 信用金庫 本店 支店

労金 信用組合 営業部 出張所

(※ゆうちょ銀行の場合、口座番号が不明のときは記号番号を記入してください。)

記号 番号

（添付書類）
「振替払込請求書兼受領証」もしくは「ご利用明細票」の原本を裏面に貼りつけてください。

※理容師美容師試験研修センター確認欄

返還 確認者印

□ 該当

□ 非該当

普通・当座預金種別

フリガナ

口座名義

600

請求区分

請求理由

返還請求書（講習受講料）

貯金記号番号

(ゆうちょ銀行)
1

※請求者との続柄

フリガナ

金融機関名

口座番号

※返還請求に係る個人情報
（住所、氏名、生年月日、
電話番号、金融機関口座番
号等）は、当返還請求以外
には利用いたしません。

0



返還請求書記入例

この記入例をよく見ながら記入してください。

どちらかに記入してく

ださい。

必ず昼間連絡できる電

話番号を記入してくだ

さい。

どちらかを請求書の「裏面」に

貼ってください。

令和○○年○○月○○日

公益財団法人理容師美容師試験研修センター　理事長　殿

〒○○○ー○○○○

住　　所 ○○県○○市○○町○ー○ー○

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ △△　△△

氏　　名 ○○　○○

(生年月日　S・H　○○年○○月○○日)

電話番号 ○○－○○○○－○○○○

(下線部に必要事項を記入のうえ、該当する請求区分・理由に ☑ をしてください。)

年度 払込年月日

都道府県開催 実際の払込額 円

□ 理容師 本来必要な額 円

□ 美容師 返還手数料 円

□ 多く払い込んだ 差引返還額 円

□ 申込書未提出

または受理されなかった

(※請求者と口座名義が違う場合は、請求者との続柄を記入してください。)

△△　△△

△△△△ △△△

銀行 信用金庫 本店 支店

労金 信用組合 営業部 出張所

(※ゆうちょ銀行の場合、口座番号が不明のときは記号番号を記入してください。)

記号 番号

（添付書類）
「振替払込請求書兼受領証」もしくは「ご利用明細票」の原本を裏面に貼りつけてください。

※理容師美容師試験研修センター確認欄

返還 確認者印

□ 該当

□ 非該当

(ゆうちょ銀行)

※返還請求に係る個人情報

（住所、氏名、生年月日、

電話番号、金融機関口座番

号等）は、当返還請求以外

には利用いたしません。

貯金記号番号

○

○○,○○○

○○　○○ 本人

○○○○ ○○○

普通・当座

1 ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ 預金種別

0 ○ ○ ○ ○

フリガナ ※請求者との続柄

口座名義

フリガナ

金融機関名

口座番号 ○ ○ ○ ○

返還請求書（講習受講料）

請求区分

○○

600

請求理由

○○,○○○

○○,○○○

○○○

○○年○月○日

✔

✔
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